















る因子である GR の 75 番目のアミノ酸であるグルタミン
の繰り返し回数が両系統により異なる。さらに，BALB/
c，C57BL/6 マウスの GR コンジェニック（cg）マウスを
作製し用いた。












PCR に よ り 比 較 し た。 そ の 結 果，RTP801, MKP-1, 
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査するために，agilent 社製の Chicken DNA マイクロア
レイを用いて，網羅的に半定量した。その結果，鶏種およ
び日齢の 2 つの要因（① OSH P0－CH P0，② OSH P3－
CH P3，③ OSH P0－OSH P3，④ CH P0－CH P3）で変
動している遺伝子を抽出したところ，① 719 個，② 776 個，








































Teshima T, Matsumoto H, Okusa T, Uchiyama R, 
Koyama H, Carbenoxolone Disodium Treatment for 
Canine Pituitary-Dependent Hyperadrenocorticism, 
PLoS One, 2016: 11（11）：e0166267.
